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■ 会 長 報 告       池ノ谷 敏正君 

皆さんこんにち

は。 

本日は、藤枝ク

ラブ、藤枝南クラ

ブ合同カバナー公

式訪問例会です。 

 

国際ロータリー第２６２０地区岡本和八ガバ

ナー、紅林康弘地区社会奉仕委員長、そして浜松

北ロータリークラブ掘田隆壽様、本日はご多忙

の中、遠路より藤枝の地までお越しくださいま

して、ありがとうございます。 

そして、静岡第５分区荻原英生ガバナー補佐

におかれましては、ガバナー補佐期首訪問に引

き続いてのご出席、誠にありがとうございます。 

 

さて、岡本和八ガバナーは、今年度「会員増強

を最優先課題と掲げ、「会員のためになっている

か」を考え、あらゆることを見直し、クラブ運営

を行うように」とのお考えを示されました。 

 

我が藤枝ロータリークラブは４０年を超える

歴史を持つクラブでありますが、その歴史ゆえ

に、会員としては当たり前となっていることが、

本当に会員のためになっているか、再考の必要

な時期を迎えているのかもしれません。 

岡本ガバナーより今年度の活動方針を受け、

藤枝ロータリークラブの会長として、自分のク

ラブの活動方針を考えていくうちに、そのよう

な思いが浮かんできました。 

 

会員増強はどのクラブにとっても大きな課題

であることは間違いありません。藤枝クラブで

は、今年度始めのクラブ協議会でも、会員全員で 

会員増強の方法などを話し合いました。 

いろいろな意見が出ましたが、その中の新し

い考え方として、「ただ、やみくもに会員を増や

すことがクラブにとって本当に良い事か、自分

のクラブとして、何人くらいが適切か検討して

みる必要があるのでは」といった意見もあり、こ

ういった事もしっかりと考えてみる必要がある

気がしています。 

質より量なのか、量より質なのか。 

その様なことも、それぞれのクラブによって

考え方が違って当然なのかもしれません。 

また、会員は 1人一業種。現在は緩和されてし

まいましたが、このルールも増強のポイントに

なりうる事です。 

 

藤枝南クラブと藤枝クラブとは、親クラブ、子

クラブといった関係ではありますが、同じ地区

の、同じ地域のロータリークラブとしては、見習

わせていただくべき所が沢山あります。 

そういう所は謙虚に受け止め、前向きに学ば

せていただき、自分たちのクラブを「明るく楽し

く気兼ねのいらないクラブ」目指して進んでい

きたいと思っています。 

 

ともあれ、何事もあまり考え込んでしまうこ

となく、藤枝ロータリークラブ会長として自分

にできることを今年度一年頑張っていきたいと

思います。 

 

岡本カバナー、荻原ガバナー補佐におかれまし

ては、体調にご留意いただき、今後とも藤枝南ク

ラブ並びに藤枝クラブへのご指導、アドバイス

等をお願いいたしまして、私の会長挨拶とさせ

ていただきます。 
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■ 幹 事 報 告          鈴木 舜光君 

・第２６２０地区より 

 ９月のロータリーレートのお知らせがどいて

おります。   １ドル=１０２円です。 

・公益財団法人米山梅吉記念館より 

 秋季例祭のお知らせと賛助会員募集のお知ら

せが届いております。 

■ 出 席 報 告           松葉 義之君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

35／41 85.37％ 35／41 85.37％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○大石君 ○河井君 ○森下君 江﨑晴君 

大杉君 仲田晃君 

(２)メークアップ者  

大石 英典君（藤枝南） 櫻井 龍太君（藤枝南） 

間野 日出男君（藤枝南） 

■ スマイル B O X          松葉 義之君 

・本日は藤枝・藤枝南合同例会にお越し頂きあり 

がとうございます。今後ともご指導よろしく

お願い致します。  藤枝ＲＣ 池ノ谷敏正君 

・本日は遠方よりお越し頂きありがとうござい

ます。藤枝・藤枝南合同例会訪問、心より歓迎

いたします。    藤枝南ＲＣ 伊藤彰彦君 

スマイル累計額  ３８，０００円 

★ ガバナー公式訪問               

国際ロータリー2620 地区 

岡本 一八 ガバナー 

荻原 英生 ガバナー補佐 

紅林 泰弘 地域社会奉仕委員長 

    堀田 隆壽 浜松北ＲＣ会員 

皆さん、こんにち

は。ガバナーの岡

本でございます。 

ガバナーを務めさ

せていただくにあ

たって、私もサン

ディエゴでの世界

協議会で研修を受け、勉強してまいりました。本

年度ＲＩ会長のゲイリーＣ.Ｋ.ホァン会長が掲

げたテーマは「ロータリーに輝きを」。これは、

各クラブ、そしてロータリアン一人ひとりが輝

いていこう！ということです。実にわかりやす

いと思います。未来志向で、皆さん一人ひとりが

ロータリーによって繋がったご縁を活かしなが

ら、人間性を磨き、自分の仕事を活性化させ、利

益を上げる。そしてその利益から自分が「これ

だ！」と思う奉仕活動にどんどん寄付をしてい

ただく。それによってロータリーはますます輝

いていきます。 

 私がロータリーに入ったのは、まだ若かりし

頃でした。社員と飲みながらどんちゃん騒ぎを

していた若僧社長だった私に、同級生が「ロータ

リーに入ってもっと勉強しろよ」とアドバイス

してくれたのがきっかけでした。ロータリーに

入会してなによりだったのは、一流の品行方正

な先輩方の仲間に入り、食事をして会話を重ね

ていくうちに、自分自身もその素晴らしい姿を

見て覚えることができたことです。ロータリー

は、出席すれば、各方面、さまざまな分野の人た

ちからの情報が入ってきます。新聞にも載って

いない「お金儲け」の情報を得ることができ、そ

れが自分自身のためになるのです。 

 また、ロータリーは、誰が一番偉いということ

ではなく、皆が平等です。そして交代で役を担い、

社会に役立つ奉仕を行うことで、素晴らしい絆

ができるのです。先輩からは「あなたに役がきた

ら、ハイかＹＥＳで返事をしなさい」と教えられ

ました。何事も引き受けることでレベルが上が

り、一流になれるのです。 

 こんなに素晴らしいロータリーなのですから、

自信を持って仲間を募っていきましょう。それ

には、次世代を担う若い人をどんどん入会させ

て、ロータリーで一人前に育てていこうではあ

りませんか。今や、ロータリーに相応しい人だか

ら入会させる、という時代ではありません。よち

よち歩きのロータリアンでも、仕事を真面目に

する人ならば一流のロータリアンになります。

職業人を育て上げるのがロータリーなのです。

今年度、新会員 200名を目標に掲げました。皆さ

んそれぞれが、三人に声をかけてみてください。

入る入らないにかかわらず、アプローチするこ

とが大切です。 

 また、寄付について「自由」と打ち出したのは、

「出さなくて良い」といっているのではありま
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せん。決まられた額ではなく、もっと余分に出し

てくださいということです。オールド会員は年

金の半分ぐらい出すようなつもりでお願いしま

す。お金のある人はお金を出す、お金の無い人は

知恵を出す、お金も知恵も無い人は汗を出す。そ

して、大口寄付者や会員増強に貢献した会員に

は、ホァン会長考案の「ハッピークラッチェ」で

大いにたたえてあげてください。 

 今まさに時代はロータリークラブの分岐点に

あると思います。長年のロータリーの歴史を重

んじて、専門的に難しく解釈される方もいらっ

しゃいますが、私は、今の時代に即した解釈で、

それがロータリーの多様性につながれば、必要

に応じた変化は大切だと思っています。クラブ

会員のためになっているのであれば、あらゆる

面で変化・改革に挑戦していただきたいと思い

ます。 

 こうして、クラブ公式訪問で各クラブを回っ

て様子を聞くと、既に地域密着型で素晴らしい

活動をしているクラブが沢山あり、とても嬉し

く思います。皆さんに期待しています。これから

ますます力を合わせて、ロータリーを輝かせて

いきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当／畑君） 


